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   Ｃ０８Ｌ  67/04     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ  83/04     (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   5/521    (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ  27/12     (2006.01)
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   Ｂ２９Ｂ   9/06     (2006.01)
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【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｌ   69/00     ＺＢＰ　
   Ｃ０８Ｌ   67/04     　　　　
   Ｃ０８Ｌ   83/04     　　　　
   Ｃ０８Ｋ    5/521    　　　　
   Ｃ０８Ｌ   27/12     　　　　
   Ｃ０８Ｊ    3/20     ＣＥＺ　
   Ｂ２９Ｂ    7/48     　　　　
   Ｂ２９Ｂ    9/06     　　　　
   Ｃ０８Ｌ  101/16     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成30年3月28日(2018.3.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（Ａ）ポリカーボネート樹脂、（Ｂ）水酸基を有するバイオマス樹脂、（Ｃ）シロキサ
ン結合を含有し、水酸基と反応する官能基を有するゴム、（Ｄ）難燃剤及び（Ｅ）ドリッ
プ防止剤を有する樹脂組成物であって、
　前記（Ａ）乃至（Ｅ）成分の合計を１００質量％とした場合、（Ｂ）水酸基を有するバ
イオマス樹脂が５質量％以上２５質量％以下、（Ｃ）シロキサン結合を含有し、水酸基と
反応する官能基を有するゴムが１質量％以上９質量％以下、（Ｄ）難燃剤が３質量％以上
２０質量％以下、（Ｅ）ドリップ防止剤が０．１質量％以上５質量％以下であり、
　（Ａ）ポリカーボネートに対する（Ｂ）水酸基を有するバイオマス樹脂の質量比が０．
３５以下であり、
　下記式（１）を満たすことを特徴とする樹脂組成物。
　０．３ｂ＋３．５ｃ≦４ｄ・・・（１）
ｂ：（Ｂ）水酸基を有するバイオマス樹脂の含有量［質量％］
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ｃ：（Ｃ）シロキサン結合を含有し、水酸基と反応する官能基を有するゴムの含有量［質
量％］
ｄ：（Ｄ）難燃剤の含有量［質量％］
【請求項２】
　ゲルパーミエーションクロマトグラフィーで測定したポリスチレン換算の重量平均分子
量が３万以上であることを特徴とする請求項１に記載の樹脂組成物。
【請求項３】
　（Ａ）ポリカーボネート樹脂が回収されたポリカーボネート樹脂を有する再生ポリカー
ボネート樹脂であり、前記再生ポリカーボネート樹脂のゲルパーミエーションクロマトグ
ラフィーで測定したポリスチレン換算の重量平均分子量が３万以上であることを特徴とす
る請求項１または２に記載の樹脂組成物。
【請求項４】
　（Ｂ）水酸基を有するバイオマス樹脂が、ポリ乳酸であることを特徴とする請求項１乃
至３のいずれか一項に記載の樹脂組成物。
【請求項５】
　（Ｃ）シロキサン結合を含有し、水酸基と反応する官能基を有するゴムの水酸基と反応
する官能基が、グリシジル基であることを特徴とする請求項１乃至４のいずれか一項に記
載の樹脂組成物。
【請求項６】
　（Ｄ）難燃剤が、リン系難燃剤であることを特徴とする請求項１乃至５のいずれか一項
に記載の樹脂組成物。
【請求項７】
　（Ｅ）ドリップ防止剤が、フッ素系化合物であることを特徴とする請求項１乃至６のい
ずれか一項に記載の樹脂組成物。
【請求項８】
　ＵＬ－９４規格Ｖ－１以上に適合することを特徴とする請求項１乃至７のいずれか一項
に記載の樹脂組成物。
【請求項９】
　請求項１乃至８のいずれか一項に記載の樹脂組成物を成形してなることを特徴とする成
形体。
【請求項１０】
　感光体と前記感光体を収容するための筐体を有する画像形成装置であって、請求項９に
記載の成形体を有することを特徴とする画像形成装置。
【請求項１１】
　請求項１乃至８のいずれか一項に記載の樹脂組成物の製造方法であって、（Ａ）ポリカ
ーボネート樹脂及び少なくとも一部の（Ｄ）難燃剤を溶融混練する第一工程と、前記第一
工程で得られた混練物、（Ｂ）水酸基を有するバイオマス樹脂及び（Ｃ）シロキサン結合
を含有し、水酸基と反応する官能基を有するゴムまたは前記第一工程で得られた混練物、
（Ｂ）水酸基を有するバイオマス樹脂、（Ｃ）シロキサン結合を含有し、水酸基と反応す
る官能基を有するゴム及び（Ｄ）難燃剤の残部を溶融混練する第二工程とを有することを
特徴とする樹脂組成物の製造方法。
【請求項１２】
　前記第一工程が、（Ａ）ポリカーボネート樹脂、少なくとも一部の（Ｄ）難燃剤及び（
Ｅ）ドリップ防止剤を溶融混練する工程であることを特徴とする請求項１１に記載の樹脂
組成物の製造方法。
【請求項１３】
　請求項１乃至８のいずれか一項に記載の樹脂組成物を押出成形または射出成形する工程
を有することを特徴とする成形体の製造方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　本発明の樹脂組成物は、（Ａ）ポリカーボネート樹脂、（Ｂ）水酸基を有するバイオマ
ス樹脂、（Ｃ）シロキサン結合を含有し、水酸基と反応する官能基を有するゴム、（Ｄ）
難燃剤及び（Ｅ）ドリップ防止剤を有する樹脂組成物であって、
　前記（Ａ）乃至（Ｅ）成分の合計を１００質量％とした場合、（Ｂ）水酸基を有するバ
イオマス樹脂が５質量％以上２５質量％以下、（Ｃ）シロキサン結合を含有し、水酸基と
反応する官能基を有するゴムが１質量％以上９質量％以下、（Ｄ）難燃剤が３質量％以上
２０質量％以下、（Ｅ）ドリップ防止剤が０．１質量％以上５質量％以下であり、
　（Ａ）ポリカーボネートに対する（Ｂ）水酸基を有するバイオマス樹脂の質量比が０．
３５以下であり、
　下記式（１）を満たすことを特徴とする。
　０．３ｂ＋３．５ｃ≦４ｄ・・・（１）
ｂ：（Ｂ）水酸基を有するバイオマス樹脂の含有量［質量％］
ｃ：（Ｃ）シロキサン結合を含有し、水酸基と反応する官能基を有するゴムの含有量［質
量％］
ｄ：（Ｄ）難燃剤の含有量［質量％］
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